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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

一般レストラン
（経営者）

単価の動き ・来客数は横ばいであるが、客単価が非常に良い。

観光型旅館（経
営者）

販売量の動き ・大雪、消費税増税、ゴールデンウィークの日並びの
悪さで２～４月は最悪だった。それと比較すると６月
は前年並みに戻り、かなり回復している。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・例年梅雨時は閑散期であるが、大河ドラマの放映発
表から人出が増えてきている。

百貨店（店長） お客様の様子 ・気温の上昇により婦人服に動きが出てきている。貴
金属関係は低調であるが、夜の飲食の予約も増えてき
ており、喫茶業種は引き続き好調を維持している。

スーパー（店
長）

単価の動き ・購入商品の１点当たり単価が前年比103％と上昇し
ており、生活者の懐具合は戻りつつあると感じてい
る。

スーパー（店
長）

来客数の動き ・特売日以外でも来客数が増加している。

スーパー（統
括）

単価の動き ・食品は、天候不良の影響から野菜は高値安定で、食
肉は豚流行性下痢（ＰＥＤ）の影響から豚肉の相場高
が続き、原料高や為替の影響から加工食品の一部にも
値上げされる商品が出始め、全体的に単価上昇傾向で
はあるが、購入数量は落ちておらず、売上高は堅調に
推移している。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・前年比で売上が99％、来客数が103％とまずまずで
ある。

住関連専門店
（経営者）

販売量の動き ・客の買上点数がわずかながら向上してきている。

タクシー（役
員）

お客様の様子 ・群馬県内では富岡製糸場が世界遺産に登録されたこ
とで、観光面が期待できるという見方がある。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・景気回復の影響でボーナスの支給額が全体的に上
がっていることから、消費傾向が強まっている。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・季節により大幅に来客数が変化する観光地であるた
め、３か月前との比較は難しいが、前年同月比では来
客数、売上共に多少伸びている。

設計事務所（所
長）

来客数の動き ・今月は数件の問い合わせがあった。近ごろないこと
である。

変わらない 商店街（代表
者）

来客数の動き ・七夕祭りの準備で日中、通りで町内の人たちと仕事
をすることが多いが、人通りの少なさに言葉も出ず、
ため息ばかりである。自分の店の客を維持するのが精
一杯である。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・このところ雨ばかり降っているので、物販店は売れ
るものがなく閉口しているようである。飲食店は場所
によっては昼食時に店内が一杯になる店も出てきてい
る。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・常連客は高齢者が多いこともあるが、来客数が前年
比84％と落ち込んできている。最近特に、街中で子ど
もや若者の姿を見かけなくなってきた。

商店街（代表
者）

来客数の動き ・消費税が上がって物価はいくらか高くなったわけだ
が、登山用品、水泳用品は前年とほぼ同じような推移
で売れているので、大変助かっている。

一般小売店［精
肉］（経営者）

お客様の様子 ・梅雨の時期になって天候不順が続いており、客の出
足が悪い。

百貨店（営業担
当）

お客様の様子 ・消費税増税後、予想以上に落ち込みは感じられず３
か月前と同じだが、客の様子は慎重で、値段をよく見
るようになっている。そのため、景気動向自体がそれ
ほど良くなっているとは思わない。

百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・お中元ギフトの商戦が始まったが、買上客数、商品
単価共にマイナスとなり、前年実績を割り込んでい
る。他の商品群も同様で、増税に伴うマイナス傾向
は、いまだ継続している。

百貨店（店長） 販売量の動き ・５月の状況とほぼ変わらない。宝飾、呉服、美術な
どの高額し好品群は相変わらず不調である。合わせて
化粧品など３月に買いだめをしたと思われる商品群の
動きも鈍い。

スーパー（経営
者）

競争相手の様子 ・競合状況によって結果が大きく違ってきている。

スーパー（総務
担当）

販売量の動き ・売上が回復してくるかと思っていたが、梅雨入りと
同時に連日の雷雨で売上が上がってこない。

家計
動向
関連

(北関東)



コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・６月は梅雨の季節だが、今年は割と雨も少なく温度
が高かったので、本来であれば冷たい飲み物などを中
心にもう少し数量、販売が伸びるところだが、やはり
消費税増税の問題なども影響しているのかそれほど伸
びていない。

乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・車検や一般整備の状況は若干ではあるが持ち直して
きた。しかしながら車両販売に関しては、客との会話
でまだ消費税増税の影響を感じている。また、このと
ころのガソリン高騰についても注視していかなければ
ならない気がしている。

乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・４月の消費税増税の影響は徐々に薄らいできてお
り、商談数も回復してきているが、ガソリンの高騰に
より車への出費を抑える傾向にあり、点検、整備、事
故修理などの売上は伸びないのが現実である。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・販売量は横ばいである。

一般レストラン
（経営者）

来客数の動き ・ランチは変わらず利用があるが、ディナー客が少な
くなっている。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・フリーの客は少し増えてきたが、宴会が伸び悩んで
いる。物販店が減少し、飲食店が多くなってきて過当
競争気味になってきている。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・来客数の動きを選んだが、他の項目も当てはまると
毎回感じている。

都市型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・農繁期で田植えなどで農業関係がいろいろと忙しく
なり、客の出入りが少なくなっている。毎年恒例のこ
とだが、それを痛切に感じている。

都市型ホテル
（営業担当）

販売量の動き ・３か月前は新入社員の研修などがありホテルの時期
としては団体宿泊が多くて良かったので、それと比較
すると若干落ちているところはあるが、前年同時期と
比べると販売量の動きはほぼ変わらない状況である。

都市型ホテル
（副支配人）

来客数の動き ・消費税増税の影響もあり、客単価は微増したが、来
客数自体は今月も含めてほぼ前年並みで推移してきて
いる。６月は伸び悩む個人客に対して、特需的な団体
予約やインバウンドに救われた面もある。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・タイの情勢など、不安定要素がまだまだ散乱される
ためである。

旅行代理店（副
支店長）

お客様の様子 ・少しではあるが、客の動きが出てきたような感じを
受ける。消費税増税でゴールデンウィークなど我慢を
していたものがここにきて少し動いているようであ
る。受注等についても前年と同じくらいで、国内旅行
については前年よりやや良い。逆に海外旅行の受注が
あまり良くない。

旅行代理店（営
業担当）

販売量の動き ・サッカーワールドカップの影響で旅行需要が少なく
なっている。

タクシー運転手 販売量の動き ・この３か月くらいの売上は変わらない。
タクシー（経営
者）

お客様の様子 ・月の前半は動きが悪かったが、後半は少し動きが良
くなり、前年同月比で２％の増収である。

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・解約が続いている。

通信会社（局
長）

お客様の様子 ・足元の景気は回復しつつあるように感じるものの、
販売量は大きく変わっていない。まだ時間がかかるの
かと思いながらも、今後の景気改善に期待している。

遊園地（職員） 来客数の動き ・昨年オープンした新規施設の集客により、来客数は
３か月前、今月共に前年に比べ堅調に推移している。

競輪場（職員） お客様の様子 ・入場者数、購買単価共にそれほど変化がみられな
かったからである。

美容室（経営
者）

単価の動き ・美容院の来客数にさほど大きな変化はなく、客単価
が下がっている状況である。原因は単価の高いスト
レートパーマやエクステンション等の希望があまりな
く、カット＆ブロー及びヘアカラーの施術希望が多い
ため、また、低料金店舗が段々シェアを広げてきてい
るためである。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・豪雨の影響か極端に来客が減少する日もあったが、
天気の良い日にその分を持ち直し、売上、来客数共に
前月並みである。消費税込みで見ているので総額は好
調に思えるが、来年に納める税金分を考慮して預金を
しておかねばという気持ちで自分は買物に出かける気
にはなれない。



その他サービス
［立体駐車場］
（従業員）

販売量の動き ・賞与で毎年この時期は来客数が増えるが、単価は依
然横ばいである。回数券やその他月ぎめの契約等につ
いても、全く横ばいなので、販売量の動きも横ばい
で、変わらない。

その他サービス
［イベント企
画］（職員）

お客様の様子 ・イベントの協賛企業等に協力を削減する動きがあ
る。

住宅販売会社
（経営者）

単価の動き ・地価が上昇しない中、消費税増税により使えるお金
が減っており、地価が上がらないために様子見の状況
で売買案件も増加しない。案件が出てこない限りは変
わらない。

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・当地域では不動産価格はまだ下落が続いている。貸
店舗やアパート、マンション等の家賃についても、入
居率が悪く、かなりの部屋数が空いている関係で下げ
ざるを得ないため、ようやく据え置きになったか、ま
だ下落している状況である。

やや悪く
なっている

一般小売店［家
電］（経営者）

お客様の様子 ・商品の動きが鈍い。季節商材も販売側の仕掛けに乗
らず、販売に結び付かない。

一般小売店［家
電］（経営者）

販売量の動き ・客の消費意欲がなかなか感じられず、客の動きも鈍
いような気がする。

一般小売店［青
果］（店長）

お客様の様子 ・取引先の料理屋や居酒屋、その他、本当にお手上げ
状態だと言っている。届けている品数もかなり落ちて
いる。

百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・売上は消費税増税による反動減が続いており、特に
非食品部門が悪い。全体的に３か月前と比べてやや悪
い。

スーパー（商品
部担当）

来客数の動き ・５月までは前年並みの推移だったが、既存店の来客
数が夕方以降落ち込んできている。客単価は５％ほど
上昇傾向である。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・今月は来客数が更に減少している。客単価は前年を
上回っている。

コンビニ（店
長）

販売量の動き ・３か月前に比べ、一番売れる定番商品が若干落ちて
きている。他に売上が変わってきているという部分は
特にないが、一部分の物が若干落ちてきている状況が
続いているような気がする。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・消費税増税後３か月がたち、そろそろ回復の時期か
と思ったが、天候が不安定で昨年のような暑さがな
く、季節指数の高いエアコンや冷蔵庫が共に前年比
90％と振るわず、厳しい状況が続いている。

乗用車販売店
（経営者）

お客様の様子 ・商業施設は大規模小売店以外はほとんど活気がな
い。ものづくりなどの産業界は自動車メーカー及び一
次下請はかなり忙しく設備投資も盛んであるが、それ
以下は相変わらず発展性に乏しい。建設関連は公共事
業の話題が持ち上がって来たためか、わずかながら活
気が出てきたものの、民間のお金の流れはあまり感じ
られない。

乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・消費税増税前の駆け込み需要がすごかったのでその
反動もあるのだろうが、ここ１～２か月は販売が中だ
るみになっている。ある程度買おうという人は消費税
増税前にもう買ってしまったので、前月も今月もだら
だらと少し新車が動いている程度で、３か月前の駆け
込み需要期と比べると販売量は数段減っている。

住関連専門店
（店長）

来客数の動き ・消費税増税後の反動減の状況はもうみられないが、
天候不順の影響もあり、やや不振の状態が続いてい
る。

住関連専門店
（仕入担当）

来客数の動き ・天候不順のせいもあり客数の落ち込みが大きい。消
費税増税後の反動減の継続と局地的な豪雨が重なり、
厳しい状況である。

高級レストラン
（店長）

販売量の動き ・客が消費税増税の影響を実感しており、給料やボー
ナスが増えるなど、所得の増加を実感するまで節約志
向は変わりない。

一般レストラン
（経営者）

単価の動き ・消費者物価は上がってきているが、宴会料金は下
がって来ている。

タクシー運転手 来客数の動き ・同じ業種でも、地域によって大分違う気がする。自
家用車保有全国１位、２位の地域ではタクシーを利用
する人が少ない。１日のうち、午前中だけは利用客が
あるが、午後から夜、深夜にかけては人通りもなく、
駅待ちでは２時間待ちは当たり前という状況が続いて
いる。

テーマパーク
（職員）

来客数の動き ・天候が不順であることから、来園者に影響が出てい
る。



ゴルフ場（支配
人）

競争相手の様子 ・周辺コースの値引き合戦が起こり、客単価の低下に
加え、天候不順のために予約のキャンセルが多く、大
変厳しい月となった。

設計事務所（経
営者）

販売量の動き ・３か月前と比べると依頼量がやや減っている。

悪く
なっている

一般小売店［衣
料］（経営者）

販売量の動き ・６月は総会関係の会議がいくつかあったが、どこで
もあまり良くないような状況である。

衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・消費税増税後、３か月連続で売上高、来客数共に、
今までで最悪となっている。

衣料品専門店
（販売担当）

来客数の動き ・消費税増税後はかなり悪くて客が出てこなかった
が、今月は極端に悪い。底なし沼に引き込まれて落ち
ているような状態で、いつまで続くのかというくらい
大変な状況である。ここ４～５日で客がいくらか出て
きたのが、幾分明るい兆しといえるが、これももしか
したら来月のボーナス効果を見込んでのことではない
かと思っている。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・６月になれば消費税増税後の反動減からやや回復す
るかと思われたが、依然として受注が低迷している。

自動車備品販売
店（経営者）

販売量の動き ・消費税増税により車の買換えは完全に落ち込んでい
る。客は消費に対して相当マイナス思考になってお
り、心配である。

通信会社（経営
者）

販売量の動き ・地方での印刷物受注について、当社では一般企業や
店舗からの引き合いは減少の一途をたどっており、同
業他社に聞いても答えは同じである。従業員を多く抱
える中小企業では人員削減や事業縮小を余儀なくされ
ている。

ゴルフ練習場
（経営者）

お客様の様子 ・消費税増税後、客単価、来客数共に減少し、前年比
で２割落ちている。

良く
なっている

その他製造業
［環境機器］
（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・太陽光発電の稼働が進み、第２、第３の工事も順調
に進んでいるからである。

やや良く
なっている

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・主要取引先である国内自動車完成メーカーの輸出が
増加傾向である。

建設業（開発担
当）

受注量や販売量
の動き

・国、県の建設工事は前年より減少しているが、市の
工事が大幅に増加した結果、全体では前年より４％増
となっている。これはデフレ脱却政策の効果である。
ただ、民間工事は消費税増税の影響で前年比大幅減に
なっており、全体では今後厳しい状況が続く見込みで
ある。

建設業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・ようやく公共の発注も増えてきて、民間工事の受注
もあり、忙しくなり始めてきたかなというところであ
る。

金融業（調査担
当）

取引先の様子 ・消費税増税の反動減により落ち込んだが、落ち込み
幅が徐々に緩和されてきている。

金融業（経営企
画担当）

取引先の様子 ・２月の大雪による雪害で当地域の経済が停滞した
が、昨年６月の富士山の世界遺産登録による影響もあ
り、特にサービス業では観光客が伸びている。

経営コンサルタ
ント

取引先の様子 ・ものづくり、小規模企業持続化、商店街の活性化等
の関係の補助金を利用した経営活動が活発化してい
る。その根底に全業種にもともとある潜在的な設備投
資意欲があり、それが表面化し具体化している様子が
うかがえる。

司法書士 受注量や販売量
の動き

・富岡製糸場が世界文化遺産登録された関係で、普段
と違って街に人があふれており、地元の人たちも何と
なく活気を帯びているので、少し動きが出てきている
気がする。

変わらない 食料品製造業
（製造担当）

受注量や販売量
の動き

・それほど大きな落ち込みはないが、利益を出してい
けるような環境ではない。

食料品製造業
（営業統括）

競争相手の様子 ・甲州ワインのような高付加価値の商品を検討してい
るが、チリ、アルゼンチン等の比較的低コストのワイ
ンに押され、全般的に苦戦を強いられている。

窯業・土石製品
製造業（経営
者）

取引先の様子 ・新製品を投入するも反応は薄く、受注量も相変わら
ず低迷している。

窯業・土石製品
製造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・今はただ目標に沿って日々営んでいる。

一般機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・取引先の海外展開先での現地調達、内製化が進む中
で、数量増加による景気回復実感はない。試作案件等
は活発に動いている。

企業
動向
関連

(北関東)



電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・変化に対応し全体に落ち着いてきている感じがす
る。良いところは伸ばし、厳しいところはそれなりに
対応し、全体的には安定してきている。受発注につい
ても極端な変化はない。

精密機械器具製
造業（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注、販売量共に３か月前と比べて引き合いは少な
く、実績が低調で、厳しい状況が続いている。

輸送用機械器具
製造業（経営
者）

取引先の様子 ・取引先や競争相手の様子をみると、忙しいところも
暇なところもあり、何とも言えない。当社はやや忙し
い状況である。

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・梅雨に入ったが、晴れて暑い日も多く、夏物家電、
特に扇風機やシェード雑貨などの物量が増えており前
年を上回っている。しかしながら燃料費の高騰と高速
道路料金割引の見直しによる経費負担が大きく、利益
は薄くなっている。

金融業（役員） それ以外 ・建設業と製造業において、人件費の高騰、原材料価
格の値上がり等の影響が特に顕著に表れている。

社会保険労務士 取引先の様子 ・サービス業では売上高は変わっていないが、今まで
の時給ではパートやアルバイト店員を集めづらくなっ
てきている。

やや悪く
なっている

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・前年と比べ毎月１割程度売上が下がってきている。
ピークが12月でそれから毎月１割ずつ下がってきてい
る。仕事の話はいろいろあるので、もしかしたら秋ご
ろに回復するかとは思うが、やはり消費税増税前の駆
け込み需要の関係で、当社の場合は生産がかなり低く
なってきている。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・メインの取引先からの受注が停滞傾向にある。

不動産業（経営
者）

それ以外 ・賃貸物件の空室がかなり目立っているが、賃貸物件
の建設も多くなっている。

広告代理店（営
業担当）

競争相手の様子 ・同業２社が事業を大幅に縮小した。地元広告会社の
業績は上向いていない。

新聞販売店［広
告］（総務担
当）

受注量や販売量
の動き

・今月のチラシ出稿量は前年比89.4％で、４月の消費
税増税後の反動減と同じくらい落ち込んでいる。特に
目立つ業種はなく、全体的に落ち込んでいる状況であ
る。

悪く
なっている

その他製造業
［宝石・貴金
属］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・展示会の集客、客の購入単価共に落ちている。消費
増税前の駆け込み需要後は一段落したまま消費は戻っ
ておらず、宝飾品の需要は落ち込んでいる。駆け込み
需要で一時前年を上回った売上も６月は前年並みまで
後退している。

不動産業（管理
担当）

それ以外 ・資材、特に燃料については値上がりが続いており、
現状ではこれを取引先に転嫁することはできないた
め、経費が増加している。

その他サービス
業［情報サービ
ス］（経営者）

受注量や販売量
の動き

・年度末の駆け込み需要との比較では悪化している
が、通期でみれば特段の変化はみられない。

良く
なっている

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・今まで長い間仕事があまりなかったが、ここのとこ
ろ10年ぶりくらいに仕事量が増えている。

やや良く
なっている

求人情報誌製作
会社（経営者）

周辺企業の様子 ・周辺の製造業を中心に、多少仕事量の回復が見られ
るようになってきた。しかし、その分求人募集が増え
たかといえば、求人広告誌に掲載してまで募集する企
業は少ない。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・求人倍率は0.82倍で前年同月比0.21ポイント上昇し
ている。

学校［専門学
校］（副校長）

求人数の動き ・求人数は前年に比べ増加している。ここ数年と同
様、福祉関係の求人は非常に良く、また、観光業や幼
児教育関係の求人も増えている。逆に事務系の仕事は
増えていない。

変わらない 人材派遣会社
（支社長）

採用者数の動き ・依然として採用求人の勢いに衰える様子がないのは
良いのだが、逆に求職者数が減り続けており、かつ、
いたとしても能力が劣っていたり、高い希望条件が
あったりと、マッチングがタイトになってきており、
現実的な人選が難しさを増している。

職業安定所（職
員）

周辺企業の様子 ・管内の自動車関連等の生産（海外含む）が好調で、
半導体需要が回復したり、各生産メーカーで収益が上
がって来たため、省力化設備投資や設備の改造の受注
が出てきたりしているところもあるが、コストダウン
が止まらず、下請企業は収益改善につながっていな
い。

雇用
関連

(北関東)



民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・求人をけん引する製造業において、一部の大手企業
を除くと、派遣、契約社員等は増えつつあるものの、
正社員については減少または現状維持が続いている。

やや悪く
なっている

人材派遣会社
（経営者）

求人数の動き ・消費税増税に伴って求人は目立ってあるが、３か月
前から比べるとやはり建築関係の建設作業員や小売、
サービス等の販売員、介護関係では依然として募集傾
向が多くみられている。製造に関しては住宅の増改築
等に伴って附帯する製造、自動車関連の部品等に伴う
製造が持ち直しており、募集傾向にも出てきている。
全体としては依然として厳しい。

人材派遣会社
（管理担当）

それ以外 ・取引先での派遣契約の継続が困難になっている。一
旦退職したら補充は必要ないと言われている。

人材派遣会社
（営業担当）

それ以外 ・昼食で利用する店が数店舗あるが、消費税増税前と
比べどこの店舗も来客数が全く違う。これだけ消費に
影響しているかと思うと、景気が上向くことなど到底
考えられない。

悪く
なっている

－ － －


